
恐竜の里に，勝浦町井戸端塾の方々によっ

てバーベキューハウスが新設されました。

休憩、所，水道， トイレ，キャンプ場，駐

車場なども整備されています。

且~ 

⑨⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数)2，062戸� (人口)男� 3，529人女�  3，818人計�  7，347人� (平成8年� 7月末日現在) 

(出生)男O 女3計3 死亡)男2 女6 計8 転入)男7 女4 言十11 転出)男6 女4 計10

広報かつうら9月号第315号平成8年9月1日発行 編集と発行勝浦町総務課� T E L (08854)2-2511(代) F A X 2-3028 
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防を災火②

9月2日(月)午前10時15分，

全町一斉に防災サイレンを

8 月~:m日 t掛から 9 月 5 日(木)まで|

-非常持ち出し袋チェック項目

口 飲料水・水筒 一人 1 日 3Qが目安。 2~3 日は 自 力で生活することを考えて

口 食 事ヰ
ロロロ :缶づめ ・ビスケツ'ト・チョコレート・インスタン卜フーメン� 

(赤ち ゃ んのいる家庭は，粉ミルク ・ I~乳ぴんなども )

口� I 医 薬 品� j消毒薬，傷薬，胃腸薬� 1 脱脂綿� I liんそうこう，包帯など

口;貴 重 品� :現金のほか，預金通帳や印鑑など。電話用に� 10円玉も用意

口� j防災ルずメ きツ んト 落下物から頭を保護するものをすぐに取り出せる所に

口;手 袋 ガレキの撤去や救助に，軍手など厚手のものを用意

口;マッチ・ライター 湿気やガス切れに注意。防水マッチなども市販されている

口 ;口 ウ ソ ク� j濡れないようにビニール袋に入れて保管する

口;懐 中 電� ni夜間， すぐ手が届くところにも置いておく

口:ラ ン オ� :情報収集に欠かせない。懐中電灯と一体型のものもある

口;乾 電 池 予 備 ラジオや懐中電灯に使用するものを多めに

口 衣 類 セ-1]ー・ ジャンパー・下着など。雨具やタオルも用意

口;毛 布� j寝袋や，体温を逃がさないサバイハルシ トなども重宝

口� iナイフ・缶切り� j十徳ナイフなどの多機能ナイフが便利

大地震が起きたら 


多仏守全安身の①難
避
な
'刀や
鑓 u

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を

隠
し
、
身
近
な
座
ぶ
と
ん
な
ど
で
頭
部
を
保
護
し
ま

す
。
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
脱
出
口
を
確
保
す
る
こ
と

も
大
切
。
す
ぐ
に
戸
外
に
飛
び
出
す
と
、
瓦
や
ガ
ラ

ス
、
外
壁
な
ど
が
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
電
気
製
品
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
は
直
ち
に
消
す
こ
と
。
万
一
火
が
出
た
ら
、

あ
わ
て
ず
に
消
火
器
な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止

め
ま
す
。
手
に
余
る
よ
う
な
ら
大
声
で
近
所
の
人
に

応
援
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
浴
槽
に
水
を
た
め
て
お
け

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

避
難
は
徒
歩
が
原
則
。
車
は
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、


消
火
・
救
援
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
自
宅
を
離


れ
る
と
き
は
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の


元
栓
を
閉
め
て
い
く
こ
と
。
崩
れ
や
す
く
な

っ
て
い

る
が
け
や
川
べ
り
、
高
い
塀
や
建
物
に
は
近
よ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
土
砂
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
場
合

に
は
速
や
か
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

回
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回

平穏な日常生活を突然襲う大地震。その発生を事前に予

測することは困難です。 しかし，地震が起きたときに一人

ひとりが適切な行動をとることで，被害を最小限に食い止

めることはできるはずです。いざというときに落ち着いて

行動するためには，日ごろから震災に対する心構えと備え

を万全にしておきましょう 。

一 避難場所

地区 避難場所 地区 避難場所 地区 避難場所

石原 石原集会所 今山ふれあい交流館 JA勝浦本所

沼江センター
今山 今宮神社 横j頼小学校

沼江

胎蔵寺
慈林寺

横瀬小学校体育館

勝浦会館
横瀬 横瀬保育所沼江保育所 黒岩

掛谷 教育集会所

横瀬集会所掛奇集会所
星谷集会所

勤労福祉センター山西集会所

山西 星谷 大宮神社

老人憩いの家JA生比奈支所
神宮寺

生比奈小学校 勝浦高校 与川内公会堂

生比奈小学校体育館 住民福祉センター 与川内集会所

生比奈保育所 久国 勝浦中学校
与川内

市の江集会所

中角 中角公会堂
勝浦中学校体育館 

JA与川内支所

農村婦人の家
久国公会堂

坂本集会所

棚野集会所
坂本小学校玉の木集会所 棚野

円城寺

坂本小学校体育館中角集会所
立川 立川集会所 坂本

JA坂本支所生名セン女一
妙音寺  

坂本八幡神社生名 生名集会所 中山 八幡神社

生名コミ二テイセンター 農事集会所 長福寺 

O災害の種類，規模によっては避難場所として使用できないこともあります。

MUS04
スタンプ
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ろ
、
ぎ
く
だ
さ
い
。
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とき 9月15日(日)午前10時

*ところ 勝浦中 学 校体育館

女催し 敬老の日の式典(午前)

芸 能大会(午後)

女持参品 案内ハガキ ・座布団� 

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
、
本
格
的
な
高
齢
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
町
で
は
多
年
に
わ
た
り
社
会

，， 
の
進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、

ご
長
寿
を
・お
祝

い
す
る
た
め
、
本
年
も
九
月
十
五
日 

(敬
老
の
日
)
に
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の

つ
ど
い
に
出
席
さ
れ
る
七
十
歳
以
上
の
方
は
、

一
千
二
百
四
十
九
人
で
す
。
(
八
月

一
日
現
在
)

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び
に
祝
い
状
贈
呈
と

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰
、
八
十
歳
到

達
夫
婦
祝
い
状
、
ま
た
米
寿 

(
八
十
八
歳
)
、
喜

寿 

(七
十
七
歳
)
の
方
々
に
記
念
品
の
贈
呈
、
八
十
歳

以
上
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
ま

す
。式

典
終
了
後
、
勝
浦
座
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃 

(傾

城
阿
波
の
鳴
門
)
な
ど
楽
し
い
芸
能
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
ご
観
覧
い
た
だ
き
お 

な
お
、
女
性
会
の
み
な
さ
ん
の
手

作
り
に
よ
る
お
弁
当
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老
年
金

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
町
民

の
敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
り
、

高
齢

者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め

に
、
町
で
は
九
月

一
日
現
在
に
お
い

て
引
き
続
き
勝
浦
町
に
住
所
を
有
し

て
い
た
八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老
年

金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

-
八
十
歳

1
八
十
九
歳
の
方

五
千
円

対
象
者	

三
百
九
十
七
人

・
九
十
歳
以
上
の
方	

一
万
円

対
象

者

六

十

五

人

ふれあいの心で参加
老人クラブ社会奉仕の日� 

9月20日(金)

男

氏 名

椎 平磯太郎

清水 源太郎

溝内 重雄

久保 重 雄

豊 田 要助

幸 浦 仁 平

久 保善七

大上 新治郎

殿 川 忠 次 郎

松田 又コ郎

住所

坂本�  

中 山� 

中 山� 

中 角� 

中 角� 

久 国� 

久 国� 

中 角� 

棚里子� 

坂本�  

年 齢

101 

96 

96 

95 

94 

94 

94 

93 

93 

92 

性 女

生年月 日 順 位 氏 名

明27・9・27 谷上 ツヤノ

明32・9・15 2 溝上 イ ノ

明33・4・28 3 立棒 フサノ

明33・12・20 4 米 田 トキノ

明34・10・6 5 久保 サ〉 ノ

明34・12・13 6 正木 フジエ

明35・7・19 7 時本 トヨ ノ

明35・11・5 8 林 キシノ

明35・12・21 9 岩 本 アキノ

明36・11・8 10 武 田芳枝
」 一一�  

住所

生 名� 

与川内� 

中 山� 

横瀬�  

中 角� 

生 名� 

中 角� 

坂本�  

生名�  

与川内� 

性

年齢 生年月日

100 明29・6・25

97 明32; 4・13

96 明32・12・3

96 明32・12・30

96 明33・3・5

95 明33・11・6

95 明34・2・11

95 明34・2・16

95 明34・5・22

95 明34・6・23

回
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第27回　敬老町民のつどい
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テキストボックス
ご長寿おめでとうございます
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回

〈少年野球国府大会〉

坂本ファイターズ銅メダル
7月14日から� 28日まで徳島県少年野球連盟第10回記

念国府大会が，県下80チーム参加で開催されました。

我が坂本ファイターズは，ガッツ加茂名南，大俣スポ

ーツ，国府ホークス，助任ホークスに勝ちベスト� 40 

準決勝で津田イーグルスと対戦し，破れはしたものの，

印象に残る良い試合でした。

この記念大会で，銅メダルがもらえて部員，保護者

一同大変喜んでいます。

これからも坂本ファイターズがんばりますので，応

援よろし くお願いします。

第
三
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式
野
球
町
予
選

第
三
回
徳
島
県
ス
ポ
ー

ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

祭
軟
式
野
球
町
予
選
が
、

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
七
月
十
六
日
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
�
 
l
ム
が
別
表
の

と
お
り
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で

対
戦
し
、
決
勝
は
球
友
ク

ラ
ブ
と
横
瀬
倶
楽
部
で
行

わ
れ
接
戦
の
末
、
�
 4
対
3

で
球
友
ク
ラ
ブ
が
競
り
勝

八
月
下
旬
に
郡
予
選
が

上
勝
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

球
友
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、

が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

争
勺
土
品
�
 l
v
-F
O
』
�
 

八
月
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
麻
植

郡
川
島
町
の
第
十
六
回
川
島
大
会
で

生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

一
回
戦
は
不
戦
勝
。
二
回
戦
は
、

後
半
5
点
差
を
ひ

っ
く
り
返
し
日

|

叩
の
大
逆
転
勝
ち
し
、
勢
い
に
乗

っ

た
生
比
奈
ク
ラ
ブ
は
、

三
回
戦
5
|
�
 

2
、
準
決
勝
は
日
ー
ー
と
勝
ち
進
み
、

決
勝
戦
は

8
1
0
と
完
全
に
相
手
を

圧
倒
し
優
勝
し
ま
し
た
。
出
場
し
て

い
る
選
手
、
控
え
の
選
手
、
保
護
者

の
完
全

一
体
と
な

っ
た
大
声
援
は
、

l

相
手
チ
�
 ム
の
共
感
を
呼
び
勝
浦
町

生
比
奈
ク
ラ
ブ

こ
こ
に
あ
り
/
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勝
浦
町
は
野
球
の
町
で
す
。
こ
の

伝
統
を
守
る
た
め
に
も
、
小
学
生
の

皆
さ
ん
野
球
部
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

一
日
体
験
入
部
も
行

っ
て
い
ま
す
。

九
月
三
日
か
ら
始
め
ま
す
の
で
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈連
絡
先
〉

一一
|
四
三
六
三

近
藤

茂
芳

ハ
ワ
イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス

三
年
連
続
日
本
代
表
出
場
権
獲
得


昨
年
同
大
会
に
年
代
別
日
本
代
表

こ
と
で
す
。

と
し
て
出
場
し
た
滝
豊
水
さ
ん
が
、

滝
さ
ん
の
大
会
で
の
ご
健
闘
を
期

今
年
も
圏
内
予
選
を
通
過
、
十
月
に

待
い
た
し
ま
す
。

ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
る
ア
イ
ア
ン
マ
ン

レ
ー

ス
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

こ
の
競
技
は
、
水
泳
三

・
九
回
、

自
転
車
一
八

0
・
二
畑
、
マ
ラ
ソ

ン

四
二

・
一
九
五
回
を
続
け
て
行
う
競

技
で
、
ア
イ
ア
ン

マ
ン

(
鉄
人
)
レ

ー
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

昨
年
も
同
大
会
に
出
場
し
、
十

一

時
間
四
十

一
分
二
十
秒
で
六
位
と
大

健
闘
し
た
の
で
す
が
、
今
年
は
優
勝

を
目
指
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
と
の

榔

野

星

品目口

検
瀕
倶
楽
部

く
い
だ
お
れ

球
友
ク
ラ
ブ

山

西

掛

MUS04
テキストボックス
少年野球　生比奈クラブ優勝

MUS04
テキストボックス
第三回スポーツ　レクリエーション　祭軟式野球町予選

MUS04
スタンプ



個人経営者で、初の

女性農業者年金加入者誕生!
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宇
品
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し
ょ
ん
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氏
名
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ヶ42ミ

八
月
九
日
、
徳

島
県
で
初
の
女
性

農
業
者
年
金
加
入

認
定
証
が
、
二
名

の
方
に
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

勝
浦
町
か
ら
花

の
ハ
ウ
ス
栽
培
を

し
て
い
る
、
中
角

の
増
井
絹
子
さ
ん

に
農
業
者
年
金
基

金
の
川
上
理
事
か

ら
、
認
定
証
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ

神
戸
周
辺
地
域
に
大
被
害
を
出
し
、

膨
大
な
傷
跡
を
残
し
た
「
阪
神
淡
路

大
震
災
」

当
時
、
情
報
通
信
網
は
皆
滅
状
態

と
な
り
、
唯
一
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
協
力
体

制
の
み
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の

為
の
重
要
な
通
信
手
段
と
な
り
ま
し

た。
勝
浦
町
で
も
、
住
民
と
町
役
場
等

の
聞
で
、
情
報
収
集
の
多
重
化
の
一

つ
と
し
て
一
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ア

、
住
所 

マ
チ
ュ
ア
無
線
家
を
募
集
し
、
勝
浦

ア
無
線
各
局
さ
ん
ヘ


町
地
域
防
災
計
画
に
登
載
し
て
通
信

体
制
を
充
実
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す。
現
在
、
町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

家
五
十
七
名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
で
、
も
し
も
の
時
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
局

長
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
勝
浦
町
役

場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 ー-，，'� 

ιー 存知です カ=

公証役場

3
、
コ
ー
ル
サ
イ
ン

4
、
電
話
番
号

5
、
周
波
数
帯 

(注
意
)

非
常
通
信
は
免
許
人
の
自
主
的
判

断
と
責
任
に
・
お
い
て
行
い
、
通
信
に

要
し
た
経
費
は
免
許
人
の
責
任
に
お

い
て
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
あ
り
、
「
二
次
災
害
の
補
償
は
で

き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
の

う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

公証役場(;j:，法務大臣に任命された公証人が公正

証書の作成，会社定款の認証，確定日付の付与等を

するところです。金銭貸借，土地建物の賃貸や売買

などを公正証書にしておけば，裁判などで強い証拠

力があります。訴訟を起こさず公正証書を利用して

、財産の差押えや，競売の申し立てをすることができ

ます。

また，遺産相続についても，遺言公正証書にして

おけば，法律的にも安全です。遺言者が病気などで

行けないときは，公証人が病院や自宅まで出張しま

す。公正証書作成等についての相談は無料で行って

いますから，利用してください。� 

交通事故相談日

日時�  9月25日同

午前10時から午後 4時まで

受付時間 午後� 3時まで)� 

場所 小松島中央会館

相談員相田伸夫

※お気軽にご相談ください。

徳島公証人会

〈徳島公証役場〉


徳島市藍場町� 1-36東邦生命ピル� 4階
 

fr0886 (52) 2312 


〈鳴門公証役場〉


鳴門市撫養町斎田字浜端南58-1ライトピル
 

fr0886 (85) 7982 


固

MUS04
テキストボックス
ご存知ですか　公証役場
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O
K

ま
す
。

0

。

@⑧ E韮U旦週五単車遥盟運週目
 
勝

北
ノソ 

イ� 
iフ

スー

ト

大士

会支


※

l
ル
で
行
い
ま
す

0

/圏、

* 舗� 

・

開

会

式

・
試
合
開
始

・
締

切

り

・
申

込

先

勝
浦
町
教
育
委
員
会 

(
8
0
八
八
五
四
|
二
|
二
五
一
こ

・
参
加
資
格

女
性
の
方
な
ら
誰
で
も 

・
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

9月8日(日)� 26.2km 
中学生・高校生 ・一般の選手が走ります。

沿道での応援をよろしくお願し、します。

※
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
新
ル

九
月
十
日

ω

第
一
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
を
、
九
月
十
五
日
仰
と
十
六
日
刊
に
行
い

十
五
日
・
十
六
日
午
後
七
時

九
月
十
五
日
田
午
後
六
時
三
十
分

区 距離 指� P疋.L.，. 中 継地点 出発� (通過)時刻� 

1 
km 

3.8 (スタート) 上勝町役場前�  9 : 30 

上勝町日浦�  9 : 43E頁� 
2 3.7 

正木藤川橋�  9 : 54ヒ頁� 
3 1.9 女子区間

福川選果場�  10 : 00頃� 

4 3.5 
坂本久保の内�  10 : 12ヒ頁� 

5 4.7 (再スター卜� ) 坂本久保の内�  10 : 50 

横瀬小学校前�  11 : 04E頁� 
6 1.8 女子区間

勝浦町役場前�  11 : 101:;頁 
7 3.4 

J A生比奈支所前�  11 : 21E頁� 

8 3.4 
勝浦町役場前�  11 : 32頃� 

雨天でも実施します。

講習科目 経� E里 事 手主

徳島県女性職 業セン ター
開催場所 徳島市中昭和町一丁目階� 2) 

(総合福祉センター 1

講習日�  
10/ 4 ~ 11/12 

(月 ・火 ・木 ・金� )

申込期間� 9 / 25 ~ 9 /27 

申込先 女 性職業セ ン ター

講習内容
日商簿記� 3級程度の

知識の習得

ワ フ。

'疋 員-'-

回

一

阿南勤労者総合福祉センター

(阿南市見能林町念仏免4番地1)

9 / 24 ~ 11 / 1 

(月・火・木・金)

9 / 11 ~ 9 /13 

阿南公共職業安定所

ロ

穴日欠林業総合センター

(美馬郡穴吹町三島字三谷302-5)

10/ 7 ~ 11 / 6 f、¥

(月~金)

9 / 25 ~ 9 /27 

脇町公共職業安 定所

ワープロの基本操作及び機能の習得

(日商検定 3級程度)

20名(但し，定員オーバーの場合は抽選)

午前� 9時30分~午後� 3時30分(1日� 5時間)講習時間

就業を希望する女性受講資格

無料 (但し，テキスト代 ・教材費は実費)

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。


その{也 


受講料

女性職業セ ンター� ft 0886-54-0121 

テレフォンガイド 宮� 0886-54-0124

MUS04
テキストボックス
第38回勝浦郡駅伝大会　第1回ソフトテニスレディース大会

MUS04
テキストボックス
女性無料技術講習会開催要領
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水とわtaしtaちのくらしをG)4


〈 下 水道の歴史〉 


¥J  

目減日時二

困

人間の生活と水の使用とは切り離せないものであり，

また居住地を雨水の浸水から守ることも必須の条件で

あり，古来人々は生活の知恵としてそれらの汚水や雨

水の排除に努めてきた。排水性を考慮して高台に居住

地を定め地面に溝を掘って河川へ自然排水を行ったり，

また地面に穴を掘って地下浸透を図ったりというのが

一般的な方法であったと思われる。

今日の目から見て，下水道と見なせるだけのものが，

すでに紀元前2000年頃，インドのインダス文明で栄え

た都市で作られていた(モヘンジョ・ダロの遺跡)。そ

の他にも時代がさがって紀元前600年頃パピロニヤ，ロ

ーマ等都市文明の栄えた所でも下水道施設(汚水だめ

と下水渠)が作られ都市的形態の人間集落と下水道と

は密接なつながりを示してきた。

産業の発展と共に都市化が大きく進展している現在，

下水道は都市の基幹施設として欠かせないものである

と認識されているが，今日の近代的下水道の歴史は新

しく ，� 19世紀に入ってから，ロンドン，パリ等駄米の

主要都市ではじまった。この頃，産業革命によりこれ

らの都市では人口が急増 し，都市の衛生状態が悪化 し，

その結果コレラなどの伝染病が流行した。このことが

近代的下水道建設の契機となった。その後，河川の汚

濁が進むに従って下水の処理が行われるようになり，� 

20世紀のはじめにはイギリスで初めて活性汚泥法によ

る処理場ができた。

家庭

わが国では，古来， し尿は肥料として農地に施肥し

てきた習慣があり，主に雨水の排除を目的とした下水

道の整備が全国各地で行われていたが，明治時代に入

札東京1877年(明治10年)，大阪� 1886年(明治19年)， 

1890年(明治23年)のコレラの流行をきっかけに東京で 

1884年(明治 17年)，大阪で1894年(明治27年)に近代的

下水道事業が始ま っている。� 1900年 (明治 33年)には

初めて下水道法(旧法)も制定された。戦前にはその

他に仙台，広島， 名古屋(以上明治時代)が，大正，

昭和になって更にふえ昭和� 15年ま で、に約� 50都市が下水

道事業を行うようになった。大正� 11年にはわが国最初

の処理場として東京三河島処理場で、標準散水ろ床法に

よる汚水処理が開始された。戦争で中断された下水道

事業は戦後もしばらくの聞はひっそくを余儀なくされた

が，昭和33年現行下水道法の制定をき っかけに新たな

事業の展開が始まった。時あたかも戦後復興から高度

経済成長へと産業の発展が急テンポで進みはじめ，都

市化の進行もあいま って全国的に公共用水域の水質汚

濁が目立ちはじめる時期であ った。昭和� 30年代に始ま

る河川の汚濁が進行したことを背景に，昭和� 45年のい

わゆる「公害国会」における下水道法改正により水質

汚濁防止の目的が新たに付け加えられ，国民生活にな

くてはならないものとして一層の期待をもって見られ

るようになった。

汚水処理施設

家庭で使った水(汚水)は，排水管を通つで道路などに埋められた管路に流れこみます。

家庭から集められた汚水は，汚水処理施設で、浄化されます。

MUS04
テキストボックス
水とわたしたちのくらし　その４　下水道の歴史

MUS04
スタンプ
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ン
タ 

の
堆
肥
と
し
て
再
利
用
で
き

ま
す
。

だ
さ
い
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いっぱいLこならない。
ところ。

とすぐにいっ~.t'い
いが少ない)になる。

。 。
〈台所コミ〉

合

f捨てるゴミでも生かせ[B資源，


9月あき缶回収日程表

回収日 地区 場 所

第

月

曜

日

(2日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中角

ク

桜 建 ユHハx 事 務 所

Y百� j工 集 三:z:;;入 所

掛 IJ'小口一 集� dzbz、 所 円� 

J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前
(果

農 キナ 婦 人 の 家� 

馬越ゴ ミ フェンス 横

第

月
曜
日

(9日)

今山

黒岩

星谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口�  (小屋の横)

川口幸ー さん宅の貯蔵庫前

?南 防 圭ロ士ロ 所 横

第

火

曜

日

(17日)

生名

ク

久国

棚里子� 

。
。

東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� lzkz 所 裏

j可JIIj敷ゲートボール士易+黄

パ チンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 石年 の 前

第

四

火

曜

日

(24日� )

横瀬
。� 
。

イシ

。� 

与川内� 

坂本�  

イク

前� )11 集� izkz 所

J A 本 所

広瀬清 さ ん宅東

小 倉新 平 さ ん 宅 前 三 叉路

l日 農 協 跡 地

J A 与川内出張所�  

J A 坂本事業所横

消 防 歪ロ士口 所 横� 

犬
は
必
ず
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
グ

次
の
よ
う
に
設
置
し
使
用
し
て
く

臭
い
が
よ
く
発
生
す
る
」
と
か
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
、

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
、

使
用
の
仕
方
に
少
し
問
題
が
あ
る
の

で
は
/
・少
し
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

効
果
は
バ
ッ
グ
ン
で
す
。

生
ゴ
ミ
は
三
か
月
ぐ
ら
い
で
、
堆

肥
に
な
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
や
プ
ラ

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
「
ハ
エ

・

よ
る
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

-
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
じ
よ
う
ず
な
使
い
方

勝
浦
町
で
は
、

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に

〈置く場所〉
生コミはどんどん 南側で日当たり，
入れて も，なかなか 排水，風通しのよい

雑草，土を入れる	
(腐りやすく，臭

r¥  

。

と

。

。 

。 

固

(雑草〉
三角コーナーでよく コンポスターのかたわらで
水を切る。� 乾燥させてから入れる。� 

(落葉〉

よく乾燥させたものを入れる。
f!}~' ~ a 

美しく住みよい
町づくりに

みんなで参加を� P 

9月1日(日)

全町一斉清掃日


不用?との引き取り目

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

9月4日(水)� 
9月18日(水)

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

つ
か
れ
た
り
、
放
し
飼
い
が
原
因
に

よ
る
交
通
事
故
等
の
被
害
も
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
飼
い
主
が
気
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
犬
に
よ
る
被
害
は

未
然
に
防
止
で
き
ま
す
。
次
の
点
を

必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。 

①

犬
は
必
ず

つ
な
い
で
飼
う
こ
と

②

散

歩

は	

つ
な
い
で
行
い
、
フ

ン

の
後
始
末
等
、
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

③
犬
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

飼
犬
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
や
、
小

犬
が
生
ま
れ
飼
え
な
く
な

っ
た
場

合
は
、
第
一
水
曜
日
・
第
三
水
曜

日
に
小
松
島
保
健
所
に
送
り
ま
す

の
で
、
環
境
衛
生
課
ま
で
持

っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

④
野
犬
が
住
み
つ
い
た
り
、
小
犬

を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存
知
の

方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く

だ
さ
い

⑤	

捕
獲
器
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
い
た
だ
き
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い

-
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
衛
生
課

宮
二

二
五
一一

MUS04
テキストボックス
コンポスターを上手に使ってゴミの再利用

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源

MUS04
テキストボックス
不用犬の引き取り日

MUS04
スタンプ
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第15回徳島県同和かるた取り大会

包53
金三ヲ

四部門

七
月
三
十
日
、
徳

島
県
同
対
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
県
同
和
か

る
た
取
り
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
郡
市

代
表
者
等
で
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門

で
優
勝
と
い
う
す
ば

ら
し
い
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
、

同
日
文
化
セ

ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
同
和

問
題
講
演
会
の
会
場

に
お
い
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

-
小
学
校
下
学
年
の
部

横
瀬
小
学
校
三
年

中

西

景

子(久
国
)

・
小
学
校
上
学
年
の
部

横
瀬
小
学
校
六
年

伊

丹

敏

雄
(与
川
内 
) 

-
中
学
校
の
部

勝
浦
中
学
校
三
年

上

崎

裕

子(坂
本 
) 

-
高
等
学
校
の
部

小
松
島
高
等
学
校
三
年

広

野

亜

貴(坂
本
)

A

表
彰
状
を
受
け
る
中
西
さ
ん 

4
上
崎
さ
ん

¥J 

ぶ 

b

J
o 


/
~
J
¥ 

調理時の衛生

原材料は汚染菌がいるものと考えて，調理手順をまちが.えない。

加熱不十分な食肉，洗浄不十分な野菜は危険です。� 

〈まな板の使い分け 〉� 

2枚以上

!生肉封用 !E炉EV-
野菜・果物

調理済み食品

に
よ

る
食
中
毒
が
全
国
に
多
発
し
て
い
ま

O
|
1
5
7

勝
浦
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
二
月
完
成
に
向
け
て
現
在
改
築

工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
工

事
現
場
は
、
生
比
奈
小
学
校
、
保
育

所
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
関
係
者
の

皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

・釆
ど
お
り
学
校
で
用
意
し
ま
す
。

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
九
月
末
日
ま
で
の
予
定
で
給
食

、
を
休
止
し
ま
す
の
で
、
先
に
お
配
り

し
た

『学
校
給
食
だ
よ
り
夏
休
み
号
』

お
弁
当
づ
く
り
の
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

レム
 

F 
h

「
ノ
。 

す
。
手
洗
い
の
励
行
な
ど
家
庭
で
衛

生

・
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

病
原
性
大
腸
菌

を
参
考
に
し
て
、
お
子
様
に
は
お
弁

当
を
持
た
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
牛
乳
に
つ
い
て
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
品
な
の
で
、
従

四
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【 かたりあうページ 】

私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
今
ま
で
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
立
場
で
し
た
。
ま
だ
私

は
、
い
じ
め
と
い
う
ほ
ど
の

も
の
で
も
な
か
っ
た
け
ど
、

私
に
と

っ
て
は
、
と
て
も

つ

ら
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、

直
接
い
じ
め
に
か
か
わ
っ
た

人
、
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
た
人
た
ち
は
、
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
楽
し
い

の
か
、
と
よ
く
思
い
ま
し
た
。

い
じ
め
て
い
る
人
た
ち
は
、

自
分
に
少
し
で
も
気
に
い
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
ぐ
、

や
つ
あ
た
り
を
し
た
り
し
ま

す
。
私
も
、
か
げ
で
、

「
あ
の
子
む
か
つ
く
。
無
視

し
よ
う
己

と
言
わ
れ
て
、
み
ん
な
の
仲

間
に
入
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

いじめの問題

について


も
の
で
す
。
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど

深
み
に
は
ま
り
、
最
後
に
は
、
だ
れ

に
も
気
づ
か
れ
ず
に
、
ひ
と
り
苦
し

み
続
け
る
の
で
す
。

も
し
か
す
る
と
、
私
に
は
、
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
理
由
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

病
気
で
入
院
し
て
い
た
か
ら
、
な
か

な
か
、
み
ん
な
の
中
に
入
れ
な
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
か
と
か
、
あ
る
い
は
、

い
つ
も
、
特
定
の
人
と
し
か
あ
そ
ば

な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
と
か
、

い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
だ
け
で
、
い
じ
め
る
理
由
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
、
ち
が

う
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
私
を
ふ

く
め
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
に

は
、
理
由
な
ん
て
何
も
な
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

先
日
、
道
徳
の
時
間
、
「
こ
ん
な
こ

と
が
あ
る
」
と
い
う
教
材
で
、
遠
足

の
お
弁
当
を
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
食
べ

て
い
る
秋
子
に
つ
い
て
何
が
原
固
な

の
か
、
ク
ラ
ス
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

対
す
る
み
ん
な
の
態
度
は
、
ま
す
ま

す
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。
い

で
は
、
私
も
、
み
ん
な
と
仲
良

じ
め
は
、
底
な
し
の
泥
沼
の
よ
う
な

A
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と
き
、
私
は
、
い
つ
も
、

「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
。
行
っ
た

っ
て
、

何
も
楽
し
い
こ
と
な
ん
て
な

い己
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
や
両

親
に
相
談
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も

「
先
生
に
言
っ
た
だ
ろ
己

と
、
か
え
っ
て
非
難
さ
れ
て
、
私
に

原
因
と
し
て
、
「
秋
子
の
性
格
に
問
題

が
あ
る
」
と
か
、
「
も
っ
と
自
分
か
ら

話
し
か
け
れ
ば
い
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
ま
し
た
が
、
秋
子
が
昔
の
私

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ

て
き
ま
し
た
。

秋
子
は
、
何
も
悪
く
な
い
、
ま
わ

り
の
み
ん
な
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
だ
。
と
私
は
声
を
大
に
し

く
し
て
、
新
し
い
友
達
も
た
く
さ
ん

で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
自
分
だ
け

の
こ
と
で
な
く
、
人
の
こ
と
に
も
気

が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
き

ど
き
ニ
ュ
ー
ス
で
私
と
同
じ
ぐ
ら
い

の
年
の
子
が
、
い
じ
め
が
理
由
で
、

自
殺
し
た
話
を
聞
く
と
、
こ
う
思
い

ま
す
。

「
直
接
い
じ
め
に
か
か
わ
っ
た
人
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
人
、
何
も
で

き
な
か
っ
た
人
、
み
ん
な
が
、
そ
の

人
を
自
殺
ま
で
お
い
つ
め
た
ん
だ
己

と
。
い
か
り
と
悲
し
み
の
気
持
ち
で

胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
ん
な
い
じ
め
と

い
う
こ
と
は
、
ぜ
っ
た
い
に
な
く
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
も
、
み
ん
な
と
協
力
し

て
、
「
い
じ
め
」
と
い
う
泥
沼
を
う
め

て
い
く
作
業
を
、
少
し
ず
つ
、
勇
気

を
も
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す。¥
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
/

/
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
¥
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で
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。
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調
理
の 舵
と
き

戸、、

fヘ

シ」あ

回

ふるさと会だより 毒すること。

ふるさと会では，次のとおり 消毒洗剤は逆性石鹸

(塩化ベンザルコニウム)「なし狩り」を計画しました。

き

所

費

と

場

会

平成  8年 9月22日(日)

鳥取県 |女調理， 調乳の前
|
調
理
以
外
の
と
き

5，000円

申し込み方法等，詳細につい

ては，同封の案内をご覧くださ

秋の一日，会員親睦を図るた *生ものにさわったとき

め rなし狩り」にふるってご参 髪，鼻，汚れに触れたとき

加くださいますよう，よろしく

お願いします。

平成 8年 8月31日現在


会員数  213人
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f

じ
， 

よ
う
に
上
手
に
書
い
て
あ
る
の
に
感

A
7

l

選

た
の
か
忘
れ
て
し
ま
い
、

一
た
ん
受

話
器
を
置
き
、
話
す
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
再
び
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
と
い

う
の
で
あ
る
。
人
は
こ
う
し
て
年
を

と
り
さ
び
し
く
老
い
に
向

っ
て
生
き

て
い
く
の
だ
が
、
や
や
ユ
ー
モ
ア
的

に
描
か
れ
た
の
に
共
鳴
す
る
。

未
亡
人
そ
ん
な
言
葉
に
あ
こ
が
れ
し

日
も
あ
り
今
朝
は
重
く
受
け
止
む

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

タ
光
に
大
き
く
息
を
吐
く
ご
と
く
孔

雀
サ
ボ
テ

ン
の
奮
が
開
く

横

瀬

日

下

克

子

ま
だ
羽
根
も
生
え
揃
わ
ざ
る
雀
の
子

落
ち
い
て
も
逃
れ
る
術
は
知
り
お
り

中

山

山

下

房

雄

釣
糸
の
先
に
寄
り
来
る
魚
の
群
見
ま

も
る
吾
の
鼓
動
が
早
し

横

瀬

谷

尻

松

雄

習
字
す
る
孫
の
筆
跡
確
か
に
て
吾
の

老
い
ゅ
く
を
筆
先
に
知
る

横

瀬

谷

吉

戴

浮
気
者
お
の
れ
の
支
柱
に
な
ぜ
鎚
ら

ぬ
胡
瓜
叱
り
て
姿
勢
を
直
す


棚

野

島

つ

と

む


朝
釣
り
し
鮎
焼
く
か
お
り
部
屋
に


充
ち
夏
の
朝
前
の
食
卓
か
ざ
る


棚
野

一
楽

靖

子


パ 

ゲ
ン
は
出
会
い
の
場
所
を
作
り


く
れ
て
久
し
き
友
と
和
む
ひ
と
と
き


横

瀬

林

と

み

え


ま

っ
す
ぐ
な
視
線
で
常
に
も
の
を
見


る
君
の
心
と
あ
け
ぼ
の
杉
と


棚

野

田

中

久
子

寝
た
き
り
の
夫
に
や
さ
し
く
声
か
け

て
吾
は
使
い
に
急
、
ぎ
出
て
行
く

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

真
実
を
言
っ

て
は
居
ら
ぬ
と
疑
い
つ

つ
矢
張
り
嬉
し
く
医
者
に
お
辞
儀
す

沼

江

斎

藤

重

子

ひ
と
り
居
の
閣
に
夜
す
が
ら
ほ
ん
わ

か
と
蛍
火
の
さ
ま
受
話
器
の
光

横
瀬
広
安
美
枝
子

越
つ
い
て
あ
そ
ぶ
仕
草
の
や
さ
し
く

て
詩
舞
習
う
夜
は
良
寛
と
な
る

生

名

柳

田

末

子

、蓑
を
著
し
ご
と
く
に
葛
は
覆
い
た
り

蜜
柑
の
青
き
玉
透
間
よ
り
覗
く

中
山
溝
内
喜
美
代

汗
拭
う
間
待
て
ず
に
孫
は
甘
え
泣
き

し
な
が
ら
吾
に
抱

っ
こ
を
せ
が
む

沼

江

森

脇

光

子

わ
が
憩
う
木
陰
に
そ
よ
風
が
運
び
来

薬
師
寺
の
庭
に
育
ち
し
大
銀
杏
詣
で

る
人
の
憩
い
の
場
所
に

棚

野

谷

新

太

郎

曽
孫
の
名
づ
け
に
赤
飯
い
た
だ
き
て

過
ぎ
来
し
八
十
路
ふ
り
返
り
み
る

棚

野

幸

山

美

好

熟
年
な
り
と
気
を
張
り
生
き
る
幸
せ

は
手
と
手
を
合
わ
す
そ
の
中
に
あ
り

横

瀬

広

瀬

清

七
十
の
手
習
い
哨
笑
へ
千
字
文
孫
に

及
ば
ぬ
悪
筆
口
惜
し

坂

本

吉

田

邦

忠

八
ツ
の
山
も
て
八
つ
葉
蓮
華
を
型
ど

る
と
聞
き
つ
つ
登
る
高
野
の
み
山
に

坂

本

浦

山

登

代

(
注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
誌
と
し
て
広
く
町
民
の
投
稿
作

品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
し
た
が

っ

て
専
門
的
な
む
つ
か
し
い
選
や
評
は

避
け
、
町
民
の
方
が
た
の
し
く
読
め
、

誰
で
も
が
投
稿
で
き
る
よ
う
努
め
て

お
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
投
稿
作
品

は
全
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
町
民
の
方
々
の
ご
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
係
よ
り
)

-
次
回
作
品
募
集

九
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人
二
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス
エ

十
月
五
日
締
切
り
俳
句

一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

松
並

武

夫

め

と

在
り
し
日
の
祖
母
が
採
り
た
る
野
菜

タ
ネ
袋
に
大
根
の
絵
が
描
か
れ
て
お

り

立

川

堀

梅

子

〈評
〉
明
治
生
ま
れ
の
文
字
が
書
け

な
い
祖
母
が
、
大
根
種
の
袋
に
大
根

の
絵
を
書
い
て
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
大
根
と
わ
か
る

A
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回

、数


心
す
る
。
文
字
が
書
け
な
い
か
ら
な

ん
で
も
絵
で
表
現
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。 

は
も
う
こ
う
し
た
人
た
ち

は
い
な
く
な

っ
た
。

〈評
〉

「
お
か
あ
さ
ん
、
動
く
ワ
」

嫁
が
胎
動
を
告
げ
る
。
待
ち
に
待

っ

て
い
た
孫
な
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
の

う
れ
し
さ
に
嫁
の
お
腹
に
さ
わ
り
た

く
な

っ
た
。
自
分
の
手
で
た
し
か
め

た
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
旬
の
「
命

の
息
づ
き
伝
わ
り
て
く
る
」
に
お
姑

さ
ん
の
よ
ろ
こ
び
が
よ
く
表
現
さ
れ

た
よ
い
歌
で
あ
る
。

子
供
ら
の
駆
け
足
の
群
過
ぎ
去
れ
ば

丘
の
木
立
ち
に
蝉
時
雨
も
ど
る

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

〈評
〉
子
供
た
ち
の

一
団
が
駆
け
足

で
丘
の
木
立
ち
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
や

っ
て
来
る
と
、
今
ま
で
鳴
い
て
い
た

蝉
が
ぴ
た
り
と
止

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
し
て
ま
た
子
供
た
ち
の
群
が
過
、
ぎ

去
る
と
ふ
た
た
び
蝉
し
ぐ
れ
が
は
じ

ま
る
と
い
う
、
真
夏
の
木
立
の
丘
の

た
た
ず
ま
い
が
結
句
の
「
蝉
時
雨
も

ど
る
」
に
巧
み
に
表
現
さ
れ
た
。

受
話
器
置
い
て
言
わ
ん
と
せ
し
こ
と

思
い
出
し
同
じ
ダ
イ
ヤ
ル
再
び
回
す

横

瀬

比

留

間

一

〈評
〉
年
を
と
る
こ
と
の
さ
み
し
さ
、

哀
し
さ
が
何
気
な
く
歌
わ
れ
た
。、
ダ

イ
ヤ
ル
し
な
が
ら
何
を
言
お
う
と
し

病
む
夫
に
疲
れ
し
顔
を
見
せ
ま
じ
と

少
し
派
手
め
に
口
紅
を
ひ
く

横
瀬
平
山
美
千
江

〈評
〉
病
気
の
夫
に
、
疲
れ
た
顔
を

見
せ
た
く
な
い
と
い
う
妻
の
気
持
ち

が
よ
い
歌
と
な

っ
た
。
そ
れ
も
下
旬

の

「
少
し
派
手
め
」
の
少
し
と
い
う

言
葉
の
使
い
か
た
に
病
む
夫
に
対
す

る
つ
つ
ま
し
さ
が
出
て
お
り
、
「
口
紅

を
ひ
く
」
と
い
う
行
為
に
も
妻
と
し

て
病
気
の
夫
に
見
て
も
ら
う
心
づ
か

い
が
出
て
い
で
す
ば
ら
し
い
。

か。

嫁
の
お
腹
に
は
じ
め
て
触
る
れ
ば
て

の
ひ
ら
に
命
の
息
づ
き
伝
わ
り
て
く

る

横
瀬
桜
木
千
代
子

し
ピ 

チ
ボ 

ル
が
行

っ
た
り
来
た

り

横

瀬

岡

本

冨

久

恵

l

l

蜘
妹
の
子
の
踏
ま
れ
て
お
り
ぬ
生
ま

れ
き
て
日
ま
だ
浅
き
に
骸
と
な
り
ぬ

棚

野

殿

川

早

苗

一
つ
ひ
と
つ
過
去
と
な
り
た
り
返
り

来
ぬ
今
は
姑
へ
の
介
護
に
暮
る
る

中
角
岡
本
は
つ
え

隣
り
家
の
愛
犬
に
似
し
雲
浮
き
て
じ

ゃ
れ
つ
く
如
く
飛
び
て
ゆ
く
雲

棚

野

田

中

茂

子

天
高
く
気
流
に
乗

っ
た
グ
ラ
イ
ダ
ー

悠
々
飛
朔
晴
れ
た
夏
空

横

瀬

錦

内

常

一

鬼
百
合
の
咲
き
て
小
豆
を
蒔
き
て
お

り
母
に
習
い
し
花
暦
継
ぐ

中

山

栗

城

車局

MUS04
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かつうら歌壇

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



白色ロ②ロ合ロ� ⑧
⑨
⑧
⑧
 

園 川・� 2硯..・
 >;l¥( ¥ 

..~...;Qli・' 「キャ ッキヤ ツ� J rワイ
2
日・� 9
日
�
 

4
日
�
 -m日

-
M

第� 3固化石展終幕 
  
8月6日から同18日まで図書館 2階視聴覚室と

郷土資料室において展示いたしました第� 3固化

石展は，化石の町勝浦を象徴するがごとく，町

内外の多数の人々に見ていただきありがとうご

ざいました。

今回は，徳島県化石同好会と勝浦町化石研究会

の合同による催しであった関係もあり，香川県か

ら10名余りの熱心な方々の来館をはじめとして相

生町，阿南市，徳島市など町外からの見学者も多

く，恐竜ブームの下火とな った今も勝浦町の化石

に対する関心は極めて強いものを感じました。

このような多くの人々の期待に添うため，町

内化石愛好家の研績
けんさん

とご協力により，名実共に

「イヒ石の宝庫勝浦」を実現したいものです。

今回の催しにご多忙なところご協力賜りまし

た勝浦町化石研究会並びに徳島県化石同好会の

ご好意に心からお礼申し上げます。

⑧⑨⑧⑧ 

「これ，ープロの漫画家が画いたの?� J 

漫画教室で修得した成果は，これこの通り� /

図書館開館以来，夏休み恒例行事とな ってい

る漫画教室は時代の風潮

を反映して28名が大騒ぎ。

ワイ」子供たちの歓声の

中を松下，関東両先生も

図
書
館
行
事
と
休
館
日

女
日
曜
子
ど
も
映
画
会

1
日・� 8
日
・
日
日
・
�
 2
日
・
加
日

2
階
視
聴
覚
室

午
後
2
時
か
ら

3
時
頃
ま
で

内
容
は
わ
た
の
し
み
に

占
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日
�
 

五

年

福

野

里

香

絵
を
か
い
て
み
る
と
、
と

っ
て
も

お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
あ
ま
り
か

げ
が
う
ま
く
つ
け
れ
な
か
っ
て
、
み

ん
な
に
手
伝

っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
、

と
て
も
き
れ
い
に
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
一

番
む
ず
か
し
か

っ
た
の
は
、

「ピ

ン
」
で
す
。
字
の
所
が
あ
ま
り

き
れ
い
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に

む
ず
か
し
か

っ
た
の
は
、
か
げ
や
、

果
物
の
色
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
オ

レ
ン
ジ

の
下
は
こ
い
色
で
、
上
は
う

す
い
色
な
の
で
、
き
れ
い
に
色
を
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
番
う
れ
し
く
な

っ
た
の
は
、
と

て
も
き
れ
い
に
色
が
ぬ
れ
た
時
で
す
。

色
を
ま
ぜ
て
、
き
れ
い
な
色
が
で
き

る
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
今
度
き
て
、
も

っ
と
も

っ
と

き
れ
い
に
し
あ
げ
た
い
で
す
。
と

っ

て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

h
F

新
居
明
子
さ
ん
の
作
品

忍
耐
と
研
学
に
脱
帽

七
月
二
十
八
日
間
、
勝
浦
川
あ
ゆ

祭
り
と
重
な
っ
た
関
係
も
あ
り
、
参

加
者
は
十
名
足
ら
ず
と
少
な
か
っ
た

が
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
過
、
ぎ

ま
で
弁
当
持
参
で
終
日
絵
画
に
挑
戦
、

バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ン
、
桃
な
ど
を
前
に

し
て
勝
美
会
の
新
居
、
岡
本
両
先
生

よ
り
手
と
り
足
と
り
懇
切
丁
寧
な
ご

指
導
を
受
け
、
ま
こ
と
に
有
意
義
な

夏
休
み
の
一
日
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

新
居
、
岡
本
両
先
生
の
ご
苦
労
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
酷
暑
の
中
終
日

頑
張

っ
た
児
童
の
忍
耐
と
旺
盛
な
る

研
学
の
精
神
に
万
感
の
敬
意
を
表
し

た
い
も
の
で
あ

っ
た
。

今
日
わ
た
し
は
、
小
学
校
に
入

っ

て
二
回
目
の
絵
画
教
室
に
来
ま
し
た
。

か
く
物
は
ワ
イ
ン
の
ピ

ン
、
リ
ン
ゴ
、

オ
レ
ン
ジ
、
モ
モ
、
バ
ナ
ナ
で
し
た
。

お
お
方
し
て
も
ら

っ
た
け
ど
自
分
で

か
い
た
所
も
あ
り
ま
す
。
二
年
の
と

き
は
ま
あ
ま
あ
だ

っ
た
け
ど
、
五
年

に
な

っ
て
来
た
ら
二
年
の
と
き
よ
り

だ
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な

っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
教
室
の
先

生
が
「
モ
モ
の
色
が
き
れ
い
に
だ
せ

て
る
」
と
い

っ
た
か
ら
か
な
。

こ
れ
か
ら
も
今
日
か
い
た
絵
の
よ

う
に
、
て
い
ね
い
に
て
い
ね
い
に
ゆ

っ
く
り
と
か
き
た
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
ま
た
六
年
に
な

っ
て
も
き
て
、
今

日
か
い
た
よ
り
も

っ
と
も

っ
と
上
手

に
か
き
た
い
で
す
。
本
当
に
と

っ
て

も
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

花
岡

五

年

久

美

今
日
、
わ
た
し
は
、
は
じ
め
て
絵

画
教
室
に
き
ま
し
た
。
で
も
少
し
お

く
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
�
 

女
休
館
日
�
 

日
・
幻
日
・
初
日

ご指導に東奔西走� r来年

はも っとええもん固いた

るぞう」 暑 さに負けず意

ゑ齢話な子供たちであ っ

た。

回

1'"""1¥ 

F¥ 
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A 熱心に研修を受けられる愛育班員たち

9月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 曜 内� H壬H当、， 受付時間 士暴 所 女サ 象 者
持参するもの
など� 

5 木� l口k 健 康 トJ4圭ロ ' ~ヨL 8 :00~10:30 沼江集会所 満40歳以上の住民 健康手帳�  

12 木 主港 三口入 健 康 圭ロi~ 査� 8 :OO~10: 30 掛谷集会所 満40歳以上の住民 健康手帳�  

13 金

1 歳児健康診査�  13:30~14:30 勝浦病院�  
H 7 .6 .1 ~ 9 . 30 

母子健康手帳
までに生まれた子� 

農村環境改善
骨粗 怒 症 予 防 教 室 �  9 :00~12 : 00 

センター
愛 育 班 長� 

18 水 健 康 相� 2圭ロ水Fく� 13:30~ 14:30 棚野集会所 一 自主 住 民 健康手帳�  

19 木 品志� lロb、 健 康 呈ロ~ 査� 8 : 00~ 10 : 30 勝浦会館 満40歳以上の住民 健康手 �  l帳� 

20 金 骨組者症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 :30 今山ふれあい
一 自主� f主 民 健康手帳

六人� ii玄IL 朗� 

24 火 骨組怒症予防教室，健康相談� 9 : 30~11 :30 石原集会所 一 自主 住 民 健康手帳�  

26 木 骨粗怒症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 :30 
農村環境改善

般 住 民 健康手帳�  
L~ーンター 

畠 痴呆予防について講演される津田敏雄先生

7月1日に鶏包しました平成 8年度勝浦町全愛

育班員研修会に110名の方の参加があり，勝浦町

の保健事業や愛育班活動，保健所の業務等につ

いてそれぞれ担当者から説明を行い，熱心に研

修を受けられ，理解を深めていただきました。

今後の班員さんの活躍を期待したいと思います。

また，研修会のあと心の健康講座(小松島保

健所主催)として，高齢化に伴って増加してい

る晶{菜症予防の講演「品某のメカニズムを知っ

て楽しく予防しよう」を実施しました。

講師は健康保険鳴門病院脳神経外科部長

津田敏雄先生でした。

の
方
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

所
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
ま
だ

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
あ
と
三
か

六
月
か
ら
八
月
ま
で
各
地
域
を
巡
回
し

名
余
り

O
O

て
十
二
か
所
で
実
施
し
八

平
成
八
年
度
の
総
合
健
康
診
査
は
、

成
人
病
の
特
効
薬
は
な
ん
と
言

っ
て
も

「予
防
」
で
す
。

五
十
歳
と
言
つ
で
も
ま
だ
若
く
元
気
な

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
道
具
も

長
年
使
え
ば
故
障
が
増
え
る
の
と
同
様

に
、
年
齢
と
と
も
に
人
間
の
身
体
に
も
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
き

ま
す
。
ど
ん
な
に
医
療
が
進
ん
で
も
病

気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

人
生
八
十
年
代
の
今
日
、
四
十
歳

・

総
合
健
康
診
査
っ
て
?

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(
注
意
)

胃
検
診
、
基
本
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
当

日
何
も
食
べ
ず
に
・
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

健診の種類 内 ~・~、t、， 料金

心電図，血圧測定

基本健康診査 血液検査，尿検査 無料

眼底検査など

胃 検 圭R人1" 

胃透視� 

(バリウムによる)
800円

結核検診

肺がん検診

レントゲン� 
かくたん

レントゲンと略疾検査� 

100円

600円

なお，大腸がん検診(� 2日間便の潜血反
*痴呆予防のポイント 応、をみる)は勝浦病院へ委託して実施し

①成人病の予防(糖原病，高血圧，心臓病など) ます。料金は1.000円です。総合健診申し
②頭と身体を使う 込み時又は役場環境衛生課へお申し込み

③ストレスに勝つ� ください。容器をお渡しします。

MUS04
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病原性大腸菌 

0-157 

指定協鮪に


風
し
ん
予
防
接
種

に
つ
い
亡

風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の

-
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
注
意

①
食
品
の
保
存
、
運
搬
、
調
理
に
あ
た
っ
て
、
衛
生
的
に
取
り
扱
い
、
汚
染
が
心

配
さ
れ
る
も
の
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

②
食
品
を
事
つ
際
、
手
や
調
理
器
具
を
流
水
で
十
分
洗
う
。 

t

t

R
①
歓
料
水
の
衛
生
管
理
に
気
を
つ
け
る
。
と
く
に
井
戸
水
や
受
水
槽
の
取
り
扱
い

と

目

に
注
意
す
る
。

ま
叩
・
出
血
を
伴
う
下
痢
を
起
こ
し
た
場
合
の
注
意

が
い
』
℃

①
す
ぐ
、
医
師
の
診
断
を
受
け
、
指
示
に
従
う
。
乳
幼
児
は
と
く
に
注
意
が
必
要
。

省

お

②
患
者
の
便
を
処
理
す
る
と
き
は
、
コ
ム
手
袋
を
使
用
す
る
な
ど
、
衛
生
的
に
処

生
尼
崎

理
す
る
。

触
れ
た
と
き
は
、
逆
生
石
鹸
(
薬
用
)
や
七 

ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒

盲子

し
、
流
水
で
十
分
に
洗
い
流
す
。 

O
%

っ
た
り
、
又
、
妊
婦
さ
ん
が
妊
娠
初

病
原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7
の

感
染
に
よ

っ
て
た
く
さ
ん
の
人
が

食
中
毒
に
か
か

っ
て

い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
厚
生
省
は
、

病
原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7
に
対

応
す
べ
く
被
害
防
止
策
と
し
て
伝

染
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
八
月
六

日
付
で
指
定
伝
染
病
に
し
ま
し
た
。

適
用
さ
れ
る
規
定
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
患
者
を
診
察
し
た
場
合
の
医
師

の
届
け
出

②
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
の
健
康
診

断
(
検
便
)
の
実
施

③
患
者

保
菌
者
が
飲
食
物
に
直

接
手
を
触
れ
る
業
務
に
つ
く
こ

と
の
制
限

④
感
染
源
の
お
そ
れ
の
あ
る
施
設

へ
の
立
ち
入
り
検
査

⑤
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
、
井
戸
水

の
販
売
、
使
用
の
制
限
な
ど
。

ま
た
、
患
者
の
隔
離
に
つ
い
て

も
患
者
、
保
菌
者
の
人
権
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
最
小
限
に
と

ど
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

感染予防のために次のことがらに気を付けましょう。

③
患
者
の
便
に
汚
染
さ
れ
た
表
服
は
煮
沸
や
薬
剤
で
消
毒
し
、
家
族
の
も
の
と
は

別
に
洗
濯
し
て
天
日
で
十
分
に
乾
か
す
。

④
患
者
が
風
自
に
入
る
際
は
、
乳
幼
児
と
の
混
浴
を
控
え
る
。

飛
沫
感
染
(
ウ
イ
ル
ス
が
せ
き
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
細
か
い
唾
液
と
と
も

に
空
中
へ
飛
び
だ
し
、
人
が
吸
い
込

み
感
染
)
に
よ

っ
て
お

こ
る
病
気
で

す
。
潜
伏
期
は
二

1
三
週
間
で
軽
い

カ
ゼ
症
状
で
始
ま
り
、
発
し
ん
、
発

熱
、
後
頚
部
リ
ン
パ
節
腫
張
な
ど
が

主
症
状
で
す
。
発
し
ん
も
熱
も
約
三

期
に
か
か
る
と
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
子
ど
も 

(
心
臓
奇
形
、
白
内

障
、
聴
力
障
害
な
ど
)
が
生
ま
れ
る

確
率
が
高
く
な
る
病
気
で
す
。
昨
年

か
ら
は
、
中
学
生
の
男
女
と
も
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
予
防
接
種
説
明
書
、
予
防
接
種

券
、
ガ
ト
ド
ブ

ッ
ク
を
確
認
の
上
、

定
期
接
種
の
期
間
内
に
受
け
て
お
き

感
染
源
は
ま
だ
不
明
で
も
、 

0
1
1
5
7
に
よ

る
感
染
を
防
止
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
大
腸
菌
に
共
通
す
る
熱
に
弱

い
と
い
う

『弱
点
』
を
攻
略
す
る
こ
と
で
す
。 

0 

1
1
5
7
と
て
大
腸
菌
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
く
、
万
℃
で
一
分
以
上
過
熱
す
れ
ば
滅
菌
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
経
路
が
口
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
、
ほ
ぼ
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
あ

わ
せ
て
次
の
よ
う
な
心
が
け
も
大
切
で
す
。

0
1
1
5
7
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

-
帰
宅
時
、
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
に
は
十

分
な
手
洗
い
を
す
る
。 

-
食
材
を
よ
く
洗
い
、
十
分
に
加
熱
す
る 

0

・
生
も
の
は
早
め
に
調
理
す
る
。 

-
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど
は
食
材
ご
と
に


よ
く
洗
』
つ 

0


・
調
理
後
は
早
め
に
食
べ
る
。


-
井
戸
水
は
生
の
ま
ま
飲
ま
な
い 

0


。 

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

+ま 

ト

「
ノ
。

A
F
h

T
U

い
ま
す
。

回

・
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

0
1
5
7
は
低
温
に
強
く
、
マ
イ
ナ
ス
却
℃

の
環
境
下
で
半
年
間
生
き
て
い
た
と
い
う
研
究
報

告
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
、
冷
蔵
庫
を
過

-風しん予防接種要領

定期接種は，生後 1 2~90月未

対象年齢
満とされていますが，平成15年 

9月30日までの聞は 12歳から 16

歳未満までも対象となります。

医療機関 赤岩医院， 山西医院，勝浦病院

委託期間  9 月 ~11 月

市ヰ 金 無料

信
し
な
い
こ
と
も
重
要
な
予
防
法
な
の
で
す
。 

日
位
で
泊
る
た
め
ゴ
ニ
日
ば
し
か 
J

風
し
ん
の
合
併
症
と
し
て
は
、
関

節
痛
や
脳
炎
な
ど
が
あ
り
年
長
児
や

大
人
に
な

っ
て
か
か
る
と
重
症
に
な

こ
の
予
防
接
種
は
生
涯
を
通
じ
て

一
回
受
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

※幼児について行う風しんの予防接種は，麻しん接

種の後に行うことを原則とする。

※中学生の男女とも対象となる。

※小中学生については以前に風しんの予防接種を受

けたことがある場合は接種を行わない。

※任意接種とな った場合は	 自己負担となりますの

で， 6、000円を医療機関へ支払ってくだ さい。

※接種を受ける場合は予約が必要ですので，あらか

じめ医療機関へお申し込みください。

※問い合わせ 役場環境衛生課保健婦へ (2-2511)
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固

回 年� 1回は必ず受ける

図精密検査は必ず受診� 

rn通院中でもきちんと受ける

回 検査機関は毎回閉じところで

固 結果を記録・保管しておく

困家庭医を持とう

健康だと思っている人ほど必要です

この機会に検診(人間ドック)を受けてみませんかノノ� 

(対象者 〉

勝浦町国民健康保険に加入されている方で，年

齢が40歳以上69歳まで。

ただし，老人保健法による医療受給者証の交付

く塑 間〉
平成� 8年10月1日から平成� 8年11月29日までの

水 ・木曜日。

を受けられている方は対象になりません。 (募集人員 〉

(検診の内容 〉

胃透視，腹部超音波検査， 心電図， 胸部レ ントゲ

ン，肝機能検査，腎機能検査，糖尿病，コレステロー

ル，痛風，貧血，甲状腺検査，乳がん検査，血圧・眼底

検査，検尿，検便，身長，体重，胸囲，握力

(検診の費用 〉� 

j補助金額�  19.000円� 
34.000円� ( 

l自己負担額� 1 5，000円� 

(医療機関 〉 国民健康保険勝浦病院� 

20人� (申し込み順といた します。)

(申し込み方法� )

印鑑と保険証をご持参のうえ，役場税務保険課

までお申し込み ください。� 

(申し込み締切日〉


平成� 8年9月30日(月)


※検診日等詳しくは，税務保険課国保係までお問

い合わせください。(宮� 2-2513)

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。
被保険者となる月とは 職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市
区町村から転入しで住み始めたとき� O
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回

保険料を納めた期聞が短くて

「年金額が少なt，，'・年金が受げられなL、.・・」
と嘆いているあなたにお知らせします。

老齢基礎年金を受けるには，保険料を納めた期

間と保険料の納付を免除された期間を合わせて最

低25年必要です。 .......¥ 

また，年金額は20歳から60歳までの40年間保険

料を納めた場合に満額の 785，500円(平成� 8年度

価格)が支払われます。

下表のように保険料を納めた期間によ って，年

金額は異なり ます。� 5年間保険料を納めた期間が 国民年金の加入は60歳までですが，希望すれば� 

長くなると年金額はおよそ年額で10万円増えます。 65歳まで任意加入することができます。

(昭和16年� 4月� 1日以前に生まれた方は表の年金 ただし，� 60歳から年金の繰り上げ請求をして年

額が多少異なります。) 金を受けながら，任意加入することはできません。� 

65歳まで希望して国民年金に加入しでも，年金

を受けるのに必要な期間が満たせない方は，さら

に70歳までの聞で，年金を受けるための資格がで

きるまで特例的に任意加入できます。 (特例任意

加入は昭和30年� 4月 1日までに生まれた方に限り
r¥ 

ます。)� 

60歳からの任意加入または65歳からの特例任意

加入を希望される方は，役場国民年金係までご連

{果険料を納めた期間 年金額

40年� 785，500円

35年� 687，400円

30年� 589，200円

2 5年� 491，000円

(平成 8年度価格) 絡ください。

無{験(無共済)車をなくそうキャンペーン� |9月1"'3D日|

自動車やバイクを運転するときは自賠責保険(共済)

への加入が義務づけられています。しかし，� 250∞以下の

バイクには車検制度がないため自賠責保険(共済)の継

続契約を忘れてしまう場合があります。

バイクのナンバープレートに張られである保険標章を

確認し，期限切れのときは，お近くの損害保険会社 ・農

協で更新の手続きをしましょう。� 
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教室名 実 施 日 時 間� 

陶� τ4z4te 

5 12 19 26 
午後� 7: 30~ 

木 木 木 木� 

6 20 
午後� 8:OO~着付け

金 金

手� ~い

5 12 26 
午後� 7:30~ 

木 木 木� 

4 11 18 
午後� 8:OO~踊 り

水 水� 

生け花
5 20 

午後� 8:OO~ 
木 金� 

習� p子mι甲

6 13 20 27 
午後� 7:OO~ 

金 金 金 金

12 19 28 木雌日は午後� 1JI寺
土日程日は

午後� 6時30分から

大正琴
木 木

」

土
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ー当バ

母島時
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里

衣

¥

竜
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咲

本� 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥
小
松
島
市

大
字
中
角

字
東
山

大
{子生
名

字
石
垣

大
字
久
国

字
内
金

事業所・企業

統計調査。� 

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

7
月
間
日

1
8
月
日
日

稲

川

稔

さ

ん

宮

本

博

さ

ん

(

沼

江

)

片

山

博

之

さ

ん

匿

名

(

横

瀬

)

匿

名

�

 

大
{
子
三
渓

中

西

勝

一
/
長
女

字
栗
城

虞

智

子

¥

利

大
字
沼
江

毎
木
勝
幸
/
長
男

字
北
谷

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
漢
字
古
川
稲
川

大
字
棚
一
聖
子
西
久
保
津
口

大
字
三
渓
字
甫
坂
井
山

大
字
沼
江
{
子
大
原
中
田

大
字
久
国
字
馬
場
鮎
川

大
字
棚
聖
子
竹
園
岸
本

(
横

瀬

)

大
字
三
渓
字
樫
測
湊

香利

(中

山

)

定
雄
(
加
歳
)

富
子
(
臼
歳
)

敏
子
(
九
歳
)

音
雄
(
卯
歳
)

武
夫
(
侃
歳
)

シ
ゲ
(
幻
歳
)

由勝

(棚
野
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

武

田

太

/

二
女

美

智

子

¥

美

石
花
孝
文
/
長
女

千
代
子
¥
会
梨
奈

鶴
本
和
則
/
長
女

尚

美

¥

真

美
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軽
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さ
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¥

長

日

の

わ

平

す

合

�

 園

我が国すべての事業所が対象です。

ご協力をお願いします。� J会社国 お庖も学校も病院も

夜間救急当番表� 勝浦会館 9月行事

ど
作も

耳見
文ゆ

竜
募 博2
集 士せ

。
恐
竜
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
や
調
べ
た

こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
送

っ

て
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

〈
〉
小
学
生
の
み

。
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
お
く
り
ま
す
。

〈〉
優
秀
者
に
は
「
こ
ど
も
恐
竜
博
士
証
」
と
記

念
品
を
お
く
り
ま
す
。

。
恐
竜
ま
つ
り
開
催
時
に
招
待
し
ま
す

0
送

り

先

勝

浦

町
役
場
企
画
開
発
課
内

O

勝
浦
井
戸
端
塾

。
し
め
き
り
�
 
平
成
八
年
九
月
三
十
日

問
い
合
せ
�
 
電
話
二
|
二
五
二

⑨⑨ 

心配ごと相談

-日時 9月6日(創� 

9月13日(剣� 

9月20日{金)� 

9月27日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

10月� 1日，全国一斉に� 5年に一度の

事業所 ・企業統計調査が行われます。

事業所・企業
・IIJ咽司圃f.lb"~1I・ 

| 平成8年 10月 1日� (火� 

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局 徳島県勝浦町� 

9月①日

9月� 3日

9月� 5日

9月� 7日

9月� 9日

9月11日

9月13日

9月⑬日

9月17日

9月19日

9月21日

9月23日

9月25日

9月27日

9月29日

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅 医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

』警第2診療所� 

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

2 -2 5 5 5 

2-3027 

2 -2 5 5 5 

2-2003 

2 -2 5 5 5 

2-2006 

2 -2 5 5 5 

6-0302 

2 -2 5 5 5 

5-0152 

2 -2 5 5 5 

2-3027 

2 -2 5 5 5 

2-2003 

2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで
休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 
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